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裏面は、手嶋教頭先生がまとめた、本校

コミスクのリーフレットの第１面です。

ここに示しているように、本校では学校

教育目標を、知徳体の３分野で構成し、そ

れを達成するために、学校だけでなく、家

庭、地域の組織も３部構成としています。

知徳体３分野としたのは、教育基本法に

教育の目標として「知徳体の調和」が明記

され、山口県教委においても、取組方針の

第１項目として「知徳体のバランスのとれ

た教育の推進」があげられていることから

なのです。

特色ある学校の取組として、知徳体のど

れかの分野を突出することもありますが、

学校の目標としては、基本としてこの３分

野それぞれを重視することが大切だと考え

ます。

本校の目標は､中期的な課題と取組の方針

を示したものです。

それぞれの分野の目標を達成するために

は、それを目指した組織が必要ですそれが

知徳体の３部組織です。

各部では、その年の重点的な取組の方針

を協議します。例えば、徳「あたたかい言

葉で支え合う」という学校目標実現のため

に、「豊かな心育成部」（次年度名称を変更

します）で、協議して、「やはり基本はあた

たかい挨拶だろう」と決めたとします。

そう決めたら、まずは、部内の校務分掌

で、これに繋がる取組を工夫します。生徒

指導、教育相談はもちろん、特別支援、通

級、人権、特別活動、幼保小連携、道徳、

音楽の各部で、その年は、特に挨拶の徹底

を図ります。

さらには、全校提案をして、全学級はも

ちろんのこと、他の部の取組にもその方針

を組み入れてもらいます。そうしてこそ、

１年くらい経ったころ、児童の姿が少しず

つ変わってくるでしょう。

この３部会は、年間に３回程度の会です。

大きな方針を決めたら、後は、部内の各分

掌単位で進めます。そして時々、進捗状況

を確認し合う。

この３部会制をこれまでの校務分掌の取

組と組み合わせたのが、昨年度からの校務

分掌の３プロジェクト化です。これまでの

校務分掌は、校務の分担であり、全体が組

織化しているとまでは言えませんでした。

学校教育目標と校務分掌の推進方向を関

連させるための組織化です。

ただ、プロジェクトという名称は、やや

一時的な感じがすることから、次年度は

「部」という組織名称にします。一般の会

社には、｢○○部｣－｢○○係｣という組織が

ありますよね。この組織の取り入れたもの

です。

私達教員には、これまであまりなじみの

ない組織化ですから、初めはやりにくさも

あるでしょう。しかし、今後、学校だけで

なく、ＰＴＡや地域（学校運営協議会）と

の連携を進める上で、３者が同じ組織で協

議し取り組みを進めるのは必要不可欠です。

また、この組織が有効に機能するために

は、各部のリーダーの役割が大変有用です。

次年度は、３部会のリーダーは、学力向

上推進主任、生徒指導主任、保健主任を充

てます。この３主任が一層、リーダーシッ

プを発揮してくれることを期待しています。

また、教務主任は、校務分掌表に示して

いるように３つの部を総括する立場になっ

ています。教務主任は、教育課程の推進責

任者ですから、３部全ての取組をトータル

コーディネートしてほしいと思います。新

教務主任のリーダーシップをお願いします。

学力向上部（リーダー:学力向上推進主任）

教務部 豊かな心育成部（リーダー:生徒指導主任)

総括リーダー:教務主任 健康安全向上部（リーダー:保健主任）

本校の学校改善、課題解決に向けた組織

的な取組が進むよう、また、吉敷地域の学

校・家庭・地域が一体となった「やまぐち

型地域連携教育」が進むよう、この３部会

組織をみんなで機能させていきましょう。




